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人間の状態認識装置

認知症などの軽度脳障害者の監視装置、対話装置

ユーザ（軽度脳障害者）の状態（注目しているか、関心がなくなっているか、など）を
ユーザごとに正しく認識する。

人間の状態を認識する装置は現存するが、その認識基準は一定であり、汎用性に
欠けていたが、本発明は、状態を認識しようとするユーザの行動からサンプリングさ
れた学習サンプルを利用して認識基準が調整されるため、そのユーザの状態を常
に正しく認識することができる。

隔離された（離れた）場所に居る軽度脳障害患者（ユーザA、ユーザB)間での対話の
際に対話相手に対して注目しているか、関心がなくなっているかなどのユーザの状
態を認識しようとするもので、各ユーザの行動をカメラ２２、１４で取得するとともに、
その取得されたユーザの行動からユーザの状態を認識する認識手段を持ち、この
認識手段にはその認識基準を調整できる調整手段を有している。


